
日本日中関係学会（会長宮本雄二）は恒例の新春講演会を開催致します。講演会では、当

学会宮本雄二会長より「米中関係と日本の生きる道」と題してお話し頂きます。 

コロナ禍の厳しい現状の中、今回は恒例の賀詞交歓会は中止とさせて頂き、オンランのみ

で開催致します。是非ともご参加ください。また会員以外の方にもお誘い下さい。 

 

＜開催概要（オンライン）＞ 

 

日時： 2021 年 1 月 28 日（木） 18：00～19:30 

場所：オンライン（Ｚｏｏｍ）（学士会館での開催は中止しました。） 

講師：日中関係学会会長 宮本雄二 氏 （元駐中国大使、宮本アジア研究所代表） 

演題：「米中関係と日本の生きる道」 

 

要旨：バイデン政権の登場と中国の対応を予測し、日本の進むべき道を提示する。日本は何

を守り実現するために外交をやるのかの原点を再確認し、日本の国益、それも長期的広

い視野に立って導き出される国益を明確にし、それを最大化するために今、何を為すべ

きかを考える。つまりあるべき外交政策のシミュレーションでもある。 

 

議事次第：18:00～19:00 宮本会長講演 

     19:00～19:30 質疑応答 

＜参加費＞： 会員：無料、非会員：1,000 円、学生 500 円 

 

講師紹介： 福岡県出身。1969 年外務省入省。1990 年アジア

局中国課長、1994 年 在アトランタ日本国総領事、1997 年在

中国日本大使館特命全権公使、2001 年 軍備管理･科学審議官、

2002 年駐ミャンマー特命全権大使等を経て 2006～2010 年 
在中国日本大使館特命全権大使。退官後 2010 年より日中関係

学会会長。（近著）『日中の失敗の本質-新時代の中国との付き

合い方』(中公新書ラクレ)2019 年 3 月 

 


